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と
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同

和
三
十
五
年
に
は
八
O
%
、
四
十
四
年

に
は
九
八
%
と
年
ご
と
に
増
え
、
も
う

こ
れ
以
上
は
高
く
な
り
ょ
う
が
な
い
状

で
す
。
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〔資料提供、

手作りの鯉のぼりで元気に遊ぶ・・・・・・・ -。
(塩田中央保育園)

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い

た
だ

き
ま
し
た
。
厚
〈
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

市長相談室

「市民と市長の日」を 6月 1日(火曜日)午

行います。

前 9時から午後 4時まで市役所 3階市長室で

主な内容

アメリカシロヒ卜リ防除は早自に発見対策を・・…-… 2面

みなし道路の寄付を受付一-…..…・..……....…ー・・・・… 3面

51年度固定資産は評価替されました・…・-一・…一....… 3面

てんぷらなべの不始末で823万円が灰に一-…ー・…・・・ 4面

野鳥と史跡を訪ねよう・ー……一・ー…・ー…・・…・・・・・・・・… 5面

市街地周辺に公害 多く発生一...........…-・……一-…一.5面

若人の祭典イ ンターハイを成功させよう……一…...6面
お気軽にお出かけください。
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アメシロ防除は

早目に発見対策を

建
物
を
新
築
、
増
改
築
す
る
場
合

は
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
確
認
申
請

庭
木
や
公
園
の
樹
木
や
桑
園
を
食
い
あ
ら
す
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
発
生
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
一
化
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
が
激
し
く
発
生
。

二
化
期
も
近
年
に
な
い
高
温
の
日
が
続
い
た
た
め
、
激

し
い
発
生
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
防
除
活
動
に
よ
り

被
害
を
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ゆ
だ
ん
し
て
防
除
の

手
を
緩
め
る
と
、
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
す
の
で
、
市
は
今
年
も
「
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
対
策
本
部
」
を
設
け
、
各
自
治
会
、
事
業
所
な
ど

の
協
力
を
得
て
積
極
的
に
撲
滅
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
た
め
、
各
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
、
常
習
発
生
地
帯
や
放
置
樹
木

の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
、
防
除
対
策
を
早
目
に
計
画
し
て
、
強
力
な
防
除
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
対
策
本
部
も
、
撲
滅
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
各
課
が

そ
れ
ぞ
れ
責
任
担
当
区
分
を
持
ち
徹
底
防
除
を
図
り
ま
す
。

防
除
開
始
時
期
・
目
標
な
ど
は

や
市
民

一
斉
撲
滅
テ
ー
な
ど
を
考
慮
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
、
今
後
の
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
今
年
は
、
各

連
合
自
治
会
や
事
業
所
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
防
除
体
制
に
応
じ
た
柔
軟
性
を
も

っ
た
防
除
方
針
に
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
は
、

例
年
、
六
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
六
月

連
合
自
治
会
で
自
主
的
に

こ
こ
数
年
続
け
て
き
た
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
活
動
は
、
全
市
民
参

加
の
運
動
に
広
が
り
定
着
し
て
き
ま
し

た
が
、
反
面
、
防
除
活
動
の
開
始
時
期

の
場
合
は
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
後
退
す
れ
ば
、
建
物
を
建

、
ま
す
。

い
ま
す
が
、
土
地
の
所
有
権
が
市
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

上、アメリカシロヒトリの卵

下、密集して巣 くっているアメリカ

シロヒトリ 、このとき補殺するのが

一番効果がある。

写真

写真

下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
集
中
的
に
発

生
、
七
月
末
に

一
化
期
が
終
了
す
る
見

込
み
で
す
。

各
連
合
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
も
、

今
ま
で
の
実
績
に
よ
り
自
主
的
に
撲
滅

班
を
組
織
し
、

地
域
や
周
囲
の
状
況
に

合
せ
た
防
除
活
動
の
開
始
時
期
や
一
斉

撲
滅
デ

l
、
重
点
目
標
な
ど
を
決
め
円

滑
に
防
除
活
動
が
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

担
当
別
に
各
課
が
窓
口

各
連
合
自
治
会
に
職
員
配
置

昨
年
ま
で
は
、
全
自
治
会
に
担
当
職

員
を
配
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

自
治
会
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
と
も

に
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
対
策
本
部

の
組
織
を
改
正
し
、
各
課
が
責
任
担
当

区
分
を
受
け
持
ち
、
自
治
会
と
の
連
携

を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
述
人
日
白
治
会
、
}
と
に
、
部
課

長
級
の
職
員
を
配
置
し
、
自
治
会
や
事

業
所
な
ど
の
問
合
せ
等
に
責
任
を
も
っ

て
対
応
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
の
で

撲
滅
班
長
(
自
治
会
長
)
さ
ん
は
、
各

担
当
課
、
担
当
職
員
と
連
携
を
と
り
十

分
効
果
が
あ
が
る
よ
う
活
動
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
撲
滅
運
動
担

当
区
分

〈
公
害
課
・
市
民
課
〉

各
自
治
会
、
一
般
市
民
、
衛
生
推
進

協
議
会
を
担
当

〈
商
工
課
〉

各
事
業
所
、
事
業
団
体
を
担
当

〈
土
木
課
・
耕
地
課
〉

河
川
、
農
業
排
水
路
、
国
・
県
・
市
道

農
道
を
担
当

〈
庶
務
課
〉

神
社
、
仏
閣
を
担
当

〈
学
校
教
育
課
〉

市
立
教
育
機
関
を
除
く
教
育
機
関
を

担
当

〈保
育
課
〉

市
立
保
育
園
を
除
く
保
育
園
を
担
当

〈
福
祉
課〉

民
間
福
祉
施
設
を
担
当

〈
保
健
予
防
課
・

国
保
年
金
課
〉

市
立
を
除
く
病
院
、
医
院
、
診
療
機

関
を
担
当

〈
農
林
課
〉

農
業
団
体
、

山
林
原
野
、
荒
廃
農
地

を
担
当

(平面図)

以上4m未満
[ 路)
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往
物
を
新
築
、
酬
明
改
築
す
る
場
合

は
、
住
築
地
祇
法
に
よ
る
確
認
申
請

か
必
要
で
す
。

こ
の
場
合
の
敷
地
は
、
幅
員
か
四

t: えつ広報

51年度固定資産が

評価替されました

ー(3)

ニ
ム
制

シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
活
動
は
、
全
市
民
参

加
の
運
動
に
広
が
り
定
着
し
て
き
ま
し

た
が
、
反
面
、
防
除
活
動
の
開
始
時
期

の
場
合
は
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
後
退
す
れ
ば
、
建
物
を
建

て
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
退
し
た
部
分
を
H

み
な
し

道
路
。
と
い

っ
て
、
こ
こ
に
は
工
作

物
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の

H

み
な
し
道
路
。
は
、
実
際

に
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て

っ
た
防
除
方
針
に
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
は
、

例
年
、
六
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
六
月

〔地方税法改正により新評価額に〕

51年度は、固定資産税の基礎となる、評価額に対する

評価替が行われました。

土地については、各地目とも評価額は若干上昇してい

ます。

家屋については、新増築の家屋は、国で定めた一定基

準により評価額が算出きれ、46年以前に建築された家屋

は、新しい家屋との均衡上から若干是正が行われていま

す。

また、今回地方税法が一部改正され、土地の固定資産

税は、新しい評価額を基礎として算出すると、税負担が

急激に増えるため、必要な負担調整措置が行われていま

す。

A固定資産税の算定方法

1 .宅地等(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

51年度評価額
50年度課税標準額

上昇率

い
ま
す
が
、
土
地
の
所
有
権
が
市
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
今
後
、
所
有
者
の
申
出
に

よ
り
、
み
な
し
道
路
の
寄
付
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

み
な
し
道
路
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
部
分
の
分
筆
を
す
ま
せ
、

所
有
権
移
転
に
必
要
な
書
類
を
市
役

所
財
政
課
登
記
係

へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
所
有
権
の
移
転
登
記
は
、
市

が
行
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

企
画
財
政
部
財
政
課
登
記
係
(
宮

@
四
一

O
O内
線
二
六
三
・
二
六
四

上昇率の

1.3倍以上のもの

1.3倍を超え1.7倍以下のもの

1.7倍を超えるもの

分区

50年度課税標準額×負担調整率二51年度課税標準額

(この額が新評価額を超える場合は、新評価額とします)

2.農地

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

51年度評価額
50年度課税標準額

上昇率

の
組
織
を
改
正
し
、
各
課
が
責
任
担
当

区
分
を
受
け
持
ち
、
自
治
会
と
の
連
携

を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

分上昇率の区

1.3倍以下のもの

1.3倍を超えるもの
(側面図)

有
線
② 。
五

後
退
線
s

j

50年度課税標準額×負担調整率=51年度課税標準額

以上の1.宅地等 2.農地により算出された51年度課

税標準額に税率古寺を乗じたものが51年度固定資産税に

なります。なお、宅地のうち小規模住宅用地(200m'まで

の宅地)はす、その他の住宅用地は÷の割合を評価額に

乗じた額となります。

t-都市計画税の算定方法

宅地等および農地

次の算式および下表により負担調墜率を求めますι

51年度評価額
50年度都市計画税課税標準額

農
業
団
体
、
山
林
原
野
、
荒
廃
農
地

を
担
当後退線

上昇率

公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
い
る

グ
み
な
し
道
路
d

の

寄
付
を
受
付
け
ま
す

メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
特

例
と
し
て
、
道
路
の
幅
員
が
四
メ
ー

ト
ル
未
満
、
一

・
八
メ
ー
ト
ル
以
上

上昇率の

1.3倍以上のもの

1.3倍を超え1.7倍以下のもの

1.7倍を超えるもの

分区

m 

中嶋→一一____l_一一一l…m未満
(道路)

50年度都市計画税課税標準額×負担調整率

=51年度都市計画税課税標準額
以上により算出された51年度都市計画税課税標準額に

税率先tを乗じたものが、51年度都市計画税となります。
(お問合せ)総務部資産税課(宮@4100内線236・237

有線②0681)



の
不
始
末
で

八
百
三
十
二
万
円
が
灰
に

最
近
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
揚
げ
も
の
が
め
て
い
ま
す
。

原
因
の
火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。
油
な
べ
を
火
に
か
け
て
放
置
す
る
と

す
で
に
七
件
発
生
、
こ
の
う
ち
二
件
約
十
五
分
で
油
に
火
が
入
り
、
気
が
つ

が
全
焼
、
八
百
三
十
二
万
円
の
財
産
が
い
た
時
は
、
大
切
な
財
産
を
失
う
結
果

灰

と

な

り

ま

し

た

。

と

な

り

ま

す

。

主
な
原

因

は

、

①

揚

げ

も

の

の

あ

と

て

ん
ぷ
ら
な
べ
の
か
け
忘
れ
、
コ

ツ

コ
ツ
ク
を
締
め
忘
れ
た
。
②
揚
げ
も
の
ク
の
し
め
忘
れ
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た

の
さ
い
ち
ゅ
う
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
そ
不
注
意
で
財
産
を
失
わ
な
い
よ
う
十
分

の
場
所
を
離
れ
た
。
が
そ
の
大
半
を
占
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

気

軽

に

ど

う

ぞ

相

談

は

、

保

健

婦

に

よ

る

母

子

相

談

.• 

，・
h
i
-
f
i
-
‘

;

，

成

人

病

相

談

な

ど

各

種

の
保
健
相
談
で

相

関

院

は

岬

判

例

刻

川

町

す

。
相
談
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
休
み

ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
九

O
有
線
②

O
七

二

二

(4)ー

お知らせて
ん
ぷ
ら
な
べ

t: えつ広報，第3種郵便物認可

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
た
め

下
表
に
よ
り
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

野
鳥
と
史
跡
を

訪

ょ

う

4月27日市民の森で行われた

植樹祭

田
駅
前
午
前
十
時
三
十
分
着
の
予
定

マ
講
師

l
野
鳥
は
小
山
達
夫
さ
ん
、
茂

木
文
雄
き
ん
、
中
村
賢
士
さ
ん
。
史

破墾
{努函
風目

予
防
接
種

ま
た
、
昨
年
初
回
を
済
ま
せ
た
人
、

追
加
接
種
後
五
、
六
年
に
な
る
人
は
こ

の
機
会
に
一

川
受
け
て
く
だ
さ
い
。

第
二
回
目
の
破
傷
風
予
防
接
種
を
左

表
に
よ
り
行
い
ま
す
。

四
月
に
第

一
固

め
接
種
を
受
け
た
人
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
予

防
接
種
は
二
回
受
け
な
い
と
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

〈す話

i。受古営
権 、 一てど の上三十

ニ 公回日口
ろ 売電 ，.，....
〉 を報 (/) 
次電 . " 

に話 l.¥. 
よ局 斗ミ

立宣虫干
じbi フU
ま'盃

破傷風予防接種目程表

地区名 相談日 時間 場所 '九施IIU
~~ tt I也 f点

市内 包偉~ 主 日 勤務時間中 di保保健健子相談防諜引 1亙日

豊殿 毎週 月日荏日 9守13I狗0-11.30 司i11t 会戸W斤i句e 
三HH![会館 城卜全滅

殿支所

神科 /1 11 上野が丘公民館
j5 j 
川内tI会計。¥fJI

川内全域
28 センター

神川 /1 11 岩下公会堂 日

塩田 /1 11 塩田解放会館
下4111木公会岱: 例がけl|i|4も、城合む(怖) 

目E尻 11 火曜日 11 市js量尻支所 川辺町会館
J 11 j./l、~íl. HI 全
域

川辺 1/ 11 川 辺 町 会館 6 

泉回
月 上I孟IJ{.公会笠 出 JJ{.全域

毎月第 l火曜日 " 吉田公民館 3 

神川 み喜[弘士晶
日

11 第l金曜日 " 上B官野がI王公l¥: 桝1料金域
減下 112;月曜日 城南解放会館" 

11 霊;月曜日 福川西柾社セ会ンタ ー

上回ili健康セ 東北部部、、中西央部、等南全部域、
川西 11 ンター

市内 11 震i金曜日 11 老人福セ祉ンター
月6 
di役所盟殿支所 問般会域

西:IA回 守二lf.圭30-3.30 東自由~~場
4 

11 第2月曜日 日

日1) 所 1/ 第 3月曜日 別所公民館
塩田母タ-(-健康 溢回全滅

1/ セン ー

東塩田 11 第 1月曜日 11 鈴子公民館 ※各ま会で場て寸と内も午後1時30分から 2時30ラf

健康相談日程表〈
会
場
〉

上
回
公
園
内
、
山
本
鼎
記
念
館
、
総

合
展
示
館
。

五
月
二
十
七
日
附
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
、
市
役
所
四
階
第
一
会
議
室

〈
方
法
と
台
数
〉

入
札
、
台
数
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
公
売
公
告
の
場
所
〉

市
役
所
及
び
豊
殿
、
広
田
、
川
西
の

各
支
所
、
上
国
税
務
署
、
上
小
地
方
事

務
所〈そ
の
他
〉

公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者
が
完
納

さ
れ
た
場
合
は
、
公
売
が
中
止
に
な
り

ま
す
の
で
、
入
札
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

総
務
部
収
税
課
収
税
係
(
宮
@
四
一

0
0内
線
二
四
固
有
線
②

O
六
九
二

積
立
分
譲
住
宅

入
居
者
募
集

神
科
地
籍
の
富
士
見
台
団
地
の
積
立

分
譲
住
宅
を
住
宅
金
融
公
庫
、
県
補
足

融
資
付
で
次
に
よ
り
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
早
目
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
戸
数
〉

一
年
積
立
二
十
戸
、
二
年
積
立
十
戸

三
年
積
立
十
戸

〈
期
間
〉

五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

〈申
込
先
き
・
お
閉
会
せ
V

長
野
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

上
回
支
所
(
住
所
中
央
西
二
|
二
|
六

含
@
四
五
四
三
)

市
街
地
周
辺
に
多
く
発
生



五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

〈
申
込
先
き
・
お
閉
会
せ
〉

長
野
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

上
田
支
所
(
住
所
中
央
西
二
|
二
|
六

E
@
四
五
四
三
)

き
わ
や
か
な
初
夏
め
朝
、
野
鳥
の
声

を
楽
し
み
な
が
ら
、
修
那
羅
(
し
ゅ
な

ら
)
峠
の
石
仏
群
、
優
美
な
国
宝
三
重

塔
な
ど
浦
野
の
史
跡
を
訪
ね
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
希
望
の
人
は
、
次
に
よ
り

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
期
日
H
H
六
月
六
日
嗣

マ
集
合
岨
場
所
・
時
間

l
上
田
駅
前
、
午

前

四

時

十

分

市

総

合

美

術

展

を

次

に

よ

り

聞

き

ま

マ
定
員

1
五
十
名

(
定
員
に
な
り
次
第
す
。
大
勢
の
皆
き
ん
の
ご
来
場
を
お
待

締

切

り

ま

す

)

ち

し

て

い

ま

す

。

マ
会
費
H
H
大
人
(
中
学
生
以
上
)
一
千
〈
会
期
〉

円

、

小

学

生

以

下

七

百

円

六

月

十

一

日

幽

i
十
四
日
同
午
前
九

マ
日
程
H
H
上
田
駅
前
↓
修
那
羅
峠
(
朝
時
i
午
後
七
時
(
十
四
日
は
午
後
五
時

食
)
↓
大
法
寺
↓
浦
野
古
駅
跡
↓
上
ま
で
。
)

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
た
め

下
去
に
よ
り
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
メ
叫
H

に
叫
似
寄
り
の
ム
玉
川
場
ハ
お
出

か
け
く
た
さ
い
.

第 3種郵便物詑可ー

野
鳥
と
史
跡
を

訪
ね
よ
う

1: えつ広報

希望者は自治会の役員さんか、市内の金融

機関および市役所市民課、塩田・川西・豊殿

五月は

交通共済加入促進月間

全員加入しよう

ー(5)

ま
〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
諜
(
宮
@
四
一
O

O
内
線
二
九
O
有
線
②
O
七
二
二

田
駅
前
午
前
十
時
三
十
分
着
の
予
定

マ
講
師

1
野
鳥
は
小
山
達
夫
さ
ん
、
茂

木
文
雄
さ
ん
、
中
村
賢
士
さ
ん
。
史

跡
は
清
水
利
雄
き
ん
で
す
。

マ
申
込
み
先
き
、
お
問
合
せ

1
会
費
を

添
え
て
上
田
市
公
民
館
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
材
木
町
一

l
二
|
四
七

宮
@
O
七
六
O
有
線
②
O
八
九
二

第
お
関
市
総
合
美
術
展
開
く

の各支所へ早目に申込んでください。(お閉会

市役所電話番号の

一部変更と新設

せ一民生部市民課交通安全係官@4100内線

市役所の内線電話の番号が下表のとおりー

部変更になりました。また、下之条保育園と

276有線②0701)

〈
会
A

儲

咽

〉

上
回
公
園
内
、
山
本
鼎
記
念
館
、
総

合
展
示
館
。

〈
展
示
作
品
〉

工
芸
、
洋
画
、
書
道
、
彫
刻
、
生
花
、

日
本
画
、
写
真

〈
入
場
料
〉

一
般

1
六
十
円
、
大
学
・
高
校
生

l

五
十
円
、
小
・
中
学
生

l
二
十
円

幼
小
児
歯
科
無
料
相
談
攻

働く婦人の家に公社電話が新設されました。

近
年
、
小
き
な
子
供
達
の
虫
歯
は
ど

ん
ど
ん
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

上
小
歯
科
医
師
会
と
東
信
歯
科
衛
生
士

会
で
、
次
に
よ
り
「
幼
小
児
歯
科
健
康

相
談
」
を
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

六
月
五
日
出
正
午
か
ら
午
後
五
時

六
月
六
日
制
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

〈
と
こ
ろ
〉

ほ
て
い
や
百
貨
庖
、
五
階
サ
ロ
ン

所属名 内線 有線

機構造造改改善善係課長長) 3 3 4 

構造改善係 3 3 5 2-0772 

下之条保育園 ②27-2986 

働〈婦人の家 ②27-2988 

耕地課庶務係長 332 

学校教育課長 5 4 3 

学校教育課庶務係長 5 4 4 

公園管理事務所 312 

体育課施設係長 5 5 7 

一
一
市
引
周
劃
に
引
引
|
戸

一
公
害
苦
情
件
数

一

前
年
度
比
二

O
%増
一

市
の
公
室
長
で
受
け
つ
け
る
苦
情
る
要
求
は
、
よ
り
高
度
な
、
よ
り
密
一
一

数

は

、

年

々

増

え

て

い

ま

す

。

な

要

請

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

五
十
年
度
は
四
十
九
年
度
に
比
し
苦
情
件
数
を
種
類
別
に
み
る
と
、
:

約
二
O
%
増
の
百
六
十
七
件
と
な
水
質
、
悪
臭
、
騒
音
、
大
気
、
そ
の

て
お
り
、
市
民
の
公
害
に
対
す
る
他
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
図
①
)

心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
地
域
別
で
は
、
市
街
地
の
周
辺
部

し

て

い

ま

す

。

(

表

①

)

に

多

く

発

生

し

て

い

ま

す

。
(
表
②

内
容
的
に
も
市
民
の
環
境
に
対
す
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(6)ー

S為
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
(
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
)
は
、
八
月
一
日
か
ら
長

野
県
を
主
催
県
に
六
県
で
開
催
さ
れ
、

上
田
市
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会

場
と
な
り
ま
す
。

こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
市

は
昨
年
二
月
に
笑
行
委
員
会
を
設
立
、

高
校
生
の
青
春
と
夢
を
か
け
た
、
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
も
東
信
高
校
総
体
推
進

委
貝
会
を
つ
く
り
、
ポ

ス
タ
ー
、
歓
迎

掲
示
板
の
作
製
、
県
花
リ
ン
ド
ウ
の
は

ち
植
え
づ
く
り
な
ど
具
体
的
な
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

上
田
市
に
は
、
予
選
を
勝
ち
ぬ
い
た

全
国
の
精
鋭
男
・
女
八
十
一
チ

l
ム、

約
千
三
百
名
の
選
手
と
役
員
約
四
百
名

が
集
ま
り
熱
戦
を
展
開
し
ま
す
が
、
参

加
し
た
選
手
に
、
上
田
市
の
印
象
が
よ

き
青
春
の
思
い
出
と
し
て
残
る
よ
う

暖
か
く
迎
え
、
私
た
ち
み
ん
な
が
親
し

め
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
五
回
に
わ
た

り
、
こ
の
大
会
の
お
い
た
ち
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の
ル

l
ル
説
明
、
高
校
生

の
声
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

t: え7 広報ー第3種郵便物認可

初
年
度
か
ら
統
一
大
会

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は

6月1日

~O 号

長
い
間
、
種
目
別
選
手
権
大
会
と
し
て

全
国
各
地
で
ま
ち
ま
ち
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら

今
ま
で
の
大
会
を
同
一

地
区
内
で
ま
と

め
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
名
称
も
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、

イ
ン
タ
ー
-
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
、
高
等
学
校
聞
に
お
け
る
対
抗

競
技
の
意
味
で
あ
り
、
野
球
の
夏
の
甲

子
園
大
会
に
匹
敵
す
る
高
校
生
の
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。
こ
の
大
会
は
、

一
緑
談
か
ま
と
ま
る
と
、
良
い
日
を

一
選
ん
で
結
婚
式
を
あ
げ
、
新
婚
旅
行

一
へ
と
出
発
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
忘
れ

一
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山
市
役
所
へ
婚
姻
届
を
出
す
こ
と
で
す
。

一
日
本
の
法
律
で
は
、
盛
大
に
結
婚

日
式
を
あ
げ
て
も
、
市
長
に
婚
姻
届
を

一
提
出
し
な
い
と
、
正
式
に
夫
婦
と
し

司
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん。

一
婚
姻
届
を
出
き
な
い
夫
婦
は
、
内

向
縁
と
し
非
常
に
不
利
な
扱
い
を
受
け

町
ま
す
。
け
μけ
姓

が

違
う
。

〔おいたち〕

略
し
て
高
校
総
体
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と

優勝候補に(男子)

上田染谷が丘高

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
(
高
校
総
体
)
を
成

は
作
製
署
名
し
、
親
せ
き
の
者
に
提
一

出
を
依
頼
し
て
お
い
た
が
、
日
曜
日
一

の
た
め
翌
日
に
延
ば
し
た
と
こ
ろ
こ
一

の
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
叫

す
が
、
婚
姻
届
は
、
日
直
者
が
受
理

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
婚
姻
届
は
、
結
婚
式
の

二
、
三
目
前
に
作
製
し
、
市
役
所
市

民
課
戸
籍
係
で
調
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

婚
夫
婦
が
い
ま
し
た
が

、
こ
の
新
婚
届
出
が
正
し
い
と
「
調
査
済
」
の
印

夫
婦
が
婚
姻
届
を
出
し
て
い
た
か
ど
を
押
し
可
お
返
し
し
ま
す
の
で
、
結

う
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
一
組
も
な
か
婚
式
の
当
日、

責
任
者
が
提
出
す
る

っ
た
そ
う
で
す
。
な
か
に
、
姻
婚
届
の
が
一
番
良
い
方
法
で
す
。

功
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

・
ソ

に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

以
前
、
松
山
沖
で
全
日
空
の
旅
客

機
が
四
十
五
人
の
乗
客
を
の
せ
墜
落

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事

届」

こ
せ
き
(
戸
籍
)
の
話
③

市
民
課

亡
し
た
場
合
、

妻
は
も
ち
ろ
ん
子

供
も
認
知
の
な
い
限
り
財
産
な
ど

の
相
続
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
防
ぐ
た
め
に
も

婚
姻
届
を
提
出
し
て
か
ら
新
婚
旅
行

A熱戦/女子ソフトボール

フ
ト
ボ

l
ル
長
野
県
大
会
を
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
と
し
て
五
月
二
十
二
日

ωか
ら

三
日
問
、
市
営
、
県
営
の
両
野
球
場
で

開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
県
下
の
精
鋭
、
男

女
十
九
チ

l
ム
が
参
加
し
て
白
熱
の
ゲ

ー
ム
を
展
開
し
ま
す
が
、
上
回
染
谷
が

丘
高
校
男
子
チ

l
ム
は
、
チ
ー
ム
結
成

二
年
目
と
歴
史
は
浅
い
が
、
こ
の
大
会

の
優
勝
候
補
最
右
翼
に
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
子
の
上
回
染
谷
が
丘
、

上
回
千
曲
両
高
校
の
健
闘
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
理
解
し
、
本
大
会

を
市
民
み
ん
な
で
親
し
み
の
あ
る
大
会

と
し
て
成
功
さ
せ
る
よ
う
、
大
勢
の
観

戦
を
お
勧
め
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。

日現在)

の数字
( +262) 
e + 149) 
(十113)
( +288) 
(+ 9) 
(- 9) 
(+ 33) 
(ー 2)
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